
ColdFusion Day 2012y

「 CA APMによるパフォーマンスの可視化 」
～Javaや.NETなどWebアプリケーション性能問題でお困りでは有りませんか？～

株式会社サムライズ株式会社サムライズ
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サムライズとCA APM

1999年 2002年 2006年

Wily Technology社 CA社がWily Technologiy

2010年2004年

y gy社
IntroscopeV1.0リリース

社が y g y
買収へ

CA Wily Introscopeへ
株式会社アイ・ティ・フロンティア
日本でのWily Introscope総販売代理店契約締結 CEMとIntroscopeを統合日本での y p 総販売代理店契約締結

株式会社サムライズへ移管
（ｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ事業部分離）

CA APM v9として販売

（ｿﾌﾄｳｪｱﾌﾛﾀ ｸﾄ事業部分離）
＜CA APM 導入実績＞

◆ インターネットサイトご利用 ◆

ゴル ダイジ スト オンライン様 通販事業者様 空運事業者様 金融事業者様 不動産事業者様ゴルフダイジェスト・オンライン様、通販事業者様、空運事業者様、金融事業者様、不動産事業者様

◆ イントラネットサイトご利用 ◆

鉄鋼事業者様 化学工業事業者様 建設事業社様 電力事業者様 広告代理事業様鉄鋼事業者様、化学工業事業者様、建設事業社様、電力事業者様、広告代理事業様

20社以上のお客様へ500ライセンスを超える導入実績があります。
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※APM：Application Performance Management(アプリケーション性能管理)の事



これまでのシステム性能監視

エンドユーザーが体験するのはエンタープライズ監視ソリューションで

問題なし

ところが

ネットワーク

サ バ

OK

OK

ユ ザは特定の画面が遅いとクレ ムを申告する!

サーバー

ルータ & スイッチ

OK

OK ログイン処理や検索結果表示に時間が掛かる

ユーザは特定の画面が遅いとクレームを申告する!

システム側でのリソースには問題ないが、原因が特定出来ない！
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パフォーマンス問題発生時の典型的アプローチ

とにかく全員集合 •解散したシステムのエース級の人員を召集

•他のシステムに取り組んでいるエース級の人員を投入

ログの確認

•他のシステムに取り組んでいるエ ス級の人員を投入

•OS、アプリケーションサーバ、DB、ネットワーク機器、etc

ソースコードレベルの調整

•ログでは調査に限界が

メソッドレベルにログ出力コ ドを付加ソースコードレベルの調整 •メソッドレベルにログ出力コードを付加
修正工数と修正人員
実行オーバヘッド増大

時間だけが経過 •本番でまた再発！！！

再現まち •すでにテスト中の次期システムがステージングを占有
環境構築，テスト環境の利用スケジュール調整に翻弄される

•なかなか再現しない、あるいはまったく再現しない
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•なかなか再現しない、あるいはまったく再現しない



CA APMならば
≪課 題≫

アプリケーション管理

パフォーマンス問題で原因となるのは、
アプリケーション管理レベル

見えない情報は管理できない!!アプリケ ション管理
＜ CA APM ＞

認証機能

見えない情報は管理できない!!

≪改善点≫
ログイン機能

検索機能

DBアクセス
機能

認証機能 ≪改善点≫

アプリケーションやサービス品質を可視化する！

＜開発フェーズ＞

プリケ シ が 思 たとおり動作して るか
検索機能

更新機能
画面作成機能

▼アプリケーションが、思ったとおり動作しているか

＜運用フェーズ＞

▼問題を如何に迅速に切り分け出来るか

プロセス管理

実状管理できているのは、このレベル

情報量も多く、原因特定に時間を要す

ネットワーク管理（デバイス単位での死活監視等）

OS管理（デバイス単位での負荷状況）

プロセス管理 情報量も多く、原因特定に時間を要す
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ネットワ ク管理（デバイス単位での死活監視等）



CA APM導入メリット

＜開発・テストフェーズ＞

アプリケーションの稼働状況を詳細に可視化できる

様々な切り口でリアルタイムにパフォ マンスを把握できる様々な切り口でリアルタイムにパフォーマンスを把握できる

ボトルネック検出までの時間を大幅に短縮できる

＜実運用フェーズ＞

提供するURLなどのサービス/業務単位でのユーザ品質を把握できる

計測結果より 業務に即した応答時間などのサービスレベルを把握できる計測結果より、業務に即した応答時間などのサービスレベルを把握できる

ビジネスインパクトに応じ、発生インシデントに優先度を付ける事ができる

システム稼動レポートでは、状況を把握するのが難しい

まずは、誰が、どんな業務を実行し、その結果（品質）を知る事が大事
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CA APMの製品構成

アプリケ シ ン パフ マンス可視化のための統合ソリ シ ン
SAP

PSFT
CA Identity 
M

アプリケーション・パフォーマンス可視化のための統合ソリューション

Java
Siebel

メインフレーム

ManagerJava
ColdFusion

.NET

アプリケーションネットワーク ポータルルータ
Web 

サービスファイアー
ウォール

スイッチ
ロード バ

ランサ

データベース

Webサービス

3rd Party
Databases

エンドユーザ

3rd Party 
ApplicationsCA CEM

オーバヘッド”ゼロ”のサービス監視
SLA監視とビジネスへの影響を把握するために、

お客様の実体験を理解

CA Introscope
特許技術によるアプリ内部監視

迅速な問題切り分けと分析のために、アプリケーション
内部とバックエンドシステムを低オーバヘッドで可視化
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もし、アプリケーションに障害が発生したとき、どの様に調査しますか？

CA APMを導入すれば、この様に調査を開始する事が出来ます。

疑似体験

CA APMを導入すれば、この様に調査を開始する事が出来ます。
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アプリケーション概要

アプリケ ションアプリケーション
•医療機関におけるオンラインメディカルケアアプリケーション
•今回は患者自身による医療ポータルへのログイン部分のサービス監視にフォーカス

通常、５秒以内に患者情報を表
示すべきところ、数倍程度要して
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示す きところ、数倍程度要して
いる？



運用オペレーションの画面例

サービス運用監視 システム運用監視サービス運用監視 システム運用監視

・ｻｰﾋﾞｽ稼動状態
・ｻｰﾋﾞｽ故障のﾕｰｻﾞ影響度

①サービス応答の

どのサービス
に問題が？

スローダウン検知

何件の問題が？
影響ユーザ数は？

②スローダウン事象の状況確認

具体的に誰が影
響を受けている？ 問題トランザクション

具体的なトラブルトラン
ザクシ ンの識別情報を

⑤根本原因解析と
問題解決

③スローダウンの欠陥一覧

響 受

スローダウンのポイント？

問題トランザクション
をピンポイントで
トレース解析

ザクションの識別情報を
メール等で通知

・ｼｽﾃﾑ稼動状態
・ｻｰﾋﾞｽ故障の解析・特定

問題解決

④スローダウン個別欠陥の確
認と当該トランザクションの
ピンポイント通知
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ｻ ﾋ ｽ故障の解析 特定
・ｻｰﾋﾞｽ・ｼｽﾃﾑ故障の復旧

ピンポイント通知



①サービス応答のスローダウン検知 サービス運用監視

患者ログイン
サービス応答が
スローダウンスロ ダウン
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②スローダウン事象の状況確認 サービス運用監視

インパクトレベル（サービ
ス影響レベル）閾値に
基づき生成された事象

スローダウンした患者
ログインサービスの影
響ユーザ数やサービスき 成さ 事象
影響レベルを確認

容易な設定にて容易な設定にて、
サービス視点の状況確認が可能

I cid t(インシデント) 事象 複数D f ct(欠陥)とサ ビス影響レベルの組み合

Defect(ディフェクト) =欠陥。具体的なトラブル(“遅い”など）を示します。

Impact Level(インパクトレベル) =業務・ビジネスとして見たサービス影響レベル。
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Incident(インシデント)               =事象。複数Defect(欠陥)とサービス影響レベルの組み合
わせ閾値を越えた際に生成されるトラブルチケット。



③スローダウンの欠陥一覧 サービス運用監視

具体的に誰が影響
を受けていて、それ
ぞれ応答時間がどうぞれ応答時間がどう
なっているのか？
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④スローダウンした個別の欠陥確認と
当該欠陥トランザクションのピンポイント通知

サービス運用監視

具体的な応答性能
と発生日時

当該サービストランザクション
のサイズ、スループット

影響顧客の情報

システム運用監視チー
ムへの通知情報
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顧客情報は通知されない



⑤根本原因解析と問題解決 システム運用監視

5AE168FEC0A80103005B7EBBDE6AFFFD 

サービス運用監視からのエスカレー
ションにて、問題トランザクションの
トレース情報をピンポイントで提示
し、アプリケーションサーバ上のプロ
グラムロジックの根本原因箇所を
究明

①
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アプリケーション

パフォーマンス

マネ ジメントマネージメント

とはは
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APMに不可欠な要素とは？

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

ザトランザクションを可視化・分析

レポートと
継続的な改善

問題の切り分け
と根本原因の

追究

インシデントの
優先順位付けと
ビジネスへの
影響の把握

予兆検知＆
プロアクティブな

監視

サービスレベルの向上
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ビジネスプロセスSLA

ビジネスプロセスのSLA

ビジネスプロセス毎のSLAを設定しビジネスプロセス毎のSLAを設定し
、違反がないかを評価

アプリケーションパフォーマンスのビ
ジネスへの影響を把握ジネスへの影響を把握

IT用語ではなくビジネス用語で、コミ
ュニケーション

お客様の体験(カスタマーエクスペリエンス）と
ビジネスインパクトを正しく評価
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お客様の実体験

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

いつでも常にトランザクションを監視

– 本番・商用環境を24時間365日

“ゼロ”または “極小”オーバーヘッド– ゼロ または、 極小 オーバーヘッド

– エンドツーエンド

お客様体験を理解

– エンドユーザへの応答時間を監視

– ログインや優先度でユーザを識別

– ビジネストランザクションをインフラ・コンポービジネストランザクションをインフラ コンポ
ネント・レベルににマッピング
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リアルなユーザ体験状況のモニター
エンドユーザ体験をビジネスインパクトに換算

… そして、誰が影響を受けているかユーザ名のレベルで識別. 

切り分けチームは、どの問題が最もビジネスインパクトが大きく、最初にどこにリ

ソースをフォーカスすればよいかを即座に把握
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ソ スをフォ カスすればよいかを即座に把握

20



トランザクションを可視化 / 分析

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

トランザクションを可視化 / 分析

21
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予兆検知&プロアクティブな監視

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

トランザクションを可視化 / 分析

予兆検知＆
プ ク ブなプロアクティブな

監視
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予兆&プロアクティブな監視

アプリケーションレベルのパフォーマンス問
題を迅速に検知

予兆検知＆

時系列データとベースライン設定により、
予兆を検知

– お客様が問合せする前に問題を認識し、対

プロアクティブな
監視

お客様が問合せする前に問題を認識し、対
策を講じることができる

通知

SLA違反– SLA違反

– リソース不足

– パフォーマンスの変化

– トランザクションの失敗

CA ServiceDesk などに自動通知
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インシデントの優先順位付けとビジネスへの影響の把握

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

トランザクションを可視化 / 分析

インシデントの
優先順位付けと

予兆検知＆
プ ク ブな

優先順位付けと
ビジネスへの影

響の把握

プロアクティブな
監視
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インシデントの優先順位付けとビジネスへの影響の把握

失敗 欠陥トランザクシ ンにビジネス価値 インパクトを プ

インシデントの
優先順位付けと
ビジネスへの影響

失敗・欠陥トランザクションにビジネス価値・インパクトをマップ
ビジネスへのインパクトによってインシデントを優先順位付け
– ユーザの重要度

ト ザクシ 重要度ビジネスへの影響
の把握

– トランザクションの重要度
– 欠陥の重大度

ビジネスインパクトの高い問題から優先対応
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優先順位の決定と根本原因の追究

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

トランザクションを可視化 / 分析

問題の切り分け
と根本原因

インシデントの
優先順位付けと

予兆検知＆
プ ク ブな と根本原因の

追究

優先順位付けと
ビジネスへの影

響の把握

プロアクティブな
監視
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問題の切り分けと根本原因の追究

経験が浅くても迅速に問題切り分け経験が浅くても迅速に問題切り分け
– 根本原因の推定所在場所を即座に提示

– 事実に基づいた詳細情報の提示で、責任の
なすり合いを撲滅

優先順位の決定
と根本原因の

追究 なすり合いを撲滅

分析と根本原因の追究
– トランザクション全体に渡るコールフローをト

レ ス

追究

レース

– 問題と思われるアプリケーションコンポーネン
トやメソッド、バックエンドコールを特定

インシデントの検出 & 根本原因のインシデントの検出 & 根本原因の
特定の統合
– 根本原因箇所の推測から、問題の核心の追

及まで 定量デ タ 正確な提示により迅速及まで、定量データの正確な提示により迅速
に対応可能に

©Copyright SAMURAIZ Corporation2012



レポートと継続的な改善

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

トランザクションを可視化 / 分析

レポートと問題の切り分け
と根本原因

インシデントの
優先順位付けと

予兆検知＆
プ ク ブな

レポ トと
継続的な改善

と根本原因の
追究

優先順位付けと
ビジネスへの
影響の把握

プロアクティブな
監視
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レポートと継続的な改善

テンプレート化されたレポート

– アプリケーションのSLA状況

– パフォーマンスの傾向分析

レポートと継続的
な改善

– パフォーマンスの傾向分析

– キャパシティプランニング

シックスシグマとITILメソドロジーの
組み込み

ヒストリカルなレポートとベースライン
の自動化の自動化

SmartStor 履歴データベース

©Copyright SAMURAIZ Corporation2012



APMに不可欠な役割

ビジネスプロセスのSLA

お客様の実体験(カスタマーエクスペリエンス）

トランザクションを可視化 / 分析

レポートと
問題の切り分け
と根本原因の

インシデントの
優先順位付けと

予兆検知＆
プ ク ブな

レポ トと
継続的な改善

と根本原因の
追究

優先順位付けと
ビジネスへの
影響の把握

プロアクティブな
監視

プロセス/統合
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サムライズがご提供するサポート＆サービス

≪導入前≫≪導入前≫

現状モニタリングサービス
お客様環境の現状を1週間程度計測致します

≪導入時≫

導入支援サービス
ソフトウェアの各種設定をオンサイトにてお手伝い致します。

プロダクトトレーニングサービス
認定トレーナーによるハンズオントレーニングを実施致します。認定トレ ナ によるハンズオントレ ングを実施致します。

ルールブック作成支援サービス
運用時の設定追加、変更などのプロダクトの運用ルールの取り決めを支援致します。

≪導入後≫

プロダクトサポートサービス
ソフトウェアQA対応サービスソフトウェアQA対応サービス

コンサルティングサービス
運用まで含んだカスタマイズサービス
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私たちSAMURAIZは、私たちSAMURAIZは、

次世代エンタープライズWebの基盤となる

「技術・製品・サービス」を

国内・海外から紹介し、市場の創造、販売、ソリューションの

ご提案までをトータルに提供するために

生まれた企業です。

株式会社 サムライズ株式会社 サムライズ
事業開発ユニット

〒104 0053〒104-0053

東京都中央区晴海3-2-22 晴海パークビル
TEL：03-5548-8822 FAX：03-5548-8818
E-mail：introscope info@samuraiz.co.jp
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